
陸 那 珂 地 区 の 整 備 効 果 を 、県 北 山 間 部 へ 波 及 さ せ る ため 計 画 す る 幹 線 道 路

･常 陸

那 珂 港 山 方 線 整 備 の 一 環 とし て 位 置 付 け ま し た 。 また 、 か ね て よ り 地 元 か ら の久 慈 川 新 橋 要 望 が 強 い 地 区で あ っ た こ と か ら 、 そ の 優先 区 間 と し て 橋 梁 部 と 取 付道 路 の 全 長 １ ６ ６ ０ ｍ 区 間が 先 行 し て 事 業 化 さ れ る こと に な り ま し た 。  こ の た め 、所 管 事 務 所 と し て は 橋 の 早期 整 備 と 開 通 が 最 重 要 課 題と な り 、 そ の 後 の 工 事 工 程

　
新 橋 の 開 通 か ら 今 年 で
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年 目 を 迎 え た 木 島 大 橋 。 この 橋 と の 出 会 い は 平 成

2 0年

４ 月 、 県 土 木 職 員 と し て 最後 の 勤 務 先 で あ る 県 常 陸 太田 土 木 事 務 所 長 １ 年 目 の 時で し た 。　
こ の 架 橋 事 業 は 、 国 際 港

湾 都 市 と し て 開 発 の 進 む 常

に も 反 映 さ れ る こ と に な りま し た 。　
現 地 に 足 を 運 ぶ と 、 広 大

な 田 園 地 帯 を 流 れ る 久 慈 川で は 、 す で に 前 年 度 か ら 施工 中 の 上 部 工 が 最 盛 期 を 迎え 、 常 陸 太 田 市 側 と 対 岸

･

那 珂 市 側 と が 繋 が る 長 大 橋の 雄 姿 が 望 め る 工 程 ま で 進ん で い ま し た 。　
木 島 大 橋 の 工 事 完 成 に 至

る 事 業 経 過 で す が 、 平 成 ８年 に 予 備 設 計 へ 着 手 、 そ の２ 年 後 、 詳 細 設 計 を 経 て 、こ の 橋 梁 の 構 造 型 式 は 下 部

工 ８ 基 か ら な る Ｐ Ｃ ７ 径 間連 続 箱 桁 橋 ／ 全 長 ３ ８ ５ ・９ ｍ の 長 大 橋 と し て 設 計 され ま し た 。 そ の 後 、 平 成
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年 か ら 最 初 の 下 部 工 工 事 に着 手 、 残 り ７ 基 の 下 部 工 も順 次 工 事 に 着 手 し 、 平 成
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年 に は よ う や く 上 部 工 工 事発 注 ま で 進 み ま し た 。　
上 部 工 の 工 事 発 注 に 際 し

て は 、 当 初 計 画 で は 全 体 を３ 分 割 し 、 ３ 渇 水 期 （ ３ ヶ年 ） か け て 片 岸 か ら 順 次 片押 し 施 工 す る 計 画 で し た 。し か し 、 所 要 工 期 が 長 す ぎる こ と か ら 、 工 期 短 縮 に よる 早 期 開 通 で 整 備 効 果 を 出現 さ せ る た め 、 ２ 工 区 分 割発 注 で 両 岸 か ら の 同 時 並 行

　
木 島 大 橋 は 平 成

2 1年 、 供

用 を 開 始 し ま し た 。 幸 久 橋と 栄 橋 の ほ ぼ 中 間 地 点 、 久慈 川 に 架 か る 、  橋 長 ３ ８ ５  ・

９ ｍ の 夢 の 長 大 橋 が 完 成 した の で す 。　
こ の 新 橋 に つ い て は 、 地

元 要 望 が 非 常 に 強 く 、 長 年

た 。　
な お 、 常 陸 那 珂 港 山 方 線

で す が 、 木 島 大 橋 か ら 宮 の郷 工 業 団 地 ま で の 約 ６ ㎞ 区間 に つ い て 、 幅 員 が 狭 か った 現 道 が 、 今 で は 立 派 に 歩

道 付 き の ２ 車 線 道 路 と な って お り ま す 。 那 珂 市 側 の 約２ ㎞ に つ い て も 、 整 備 済 みと な っ て お り ま す 。　
ま た 、 起 点 側 か ら は 常 陸

那 珂 イ ン タ ー か ら 国 道 ６ 号ま で 、 地 域 高 規 格 道 路 と して 整 備 が 進 め ら れ て お り 、す で に 国 道 ２ ４ ５ 号 ま で の約 ３ ・ ４ ㎞ は ４ 車 線 で 供 用開 始 さ れ て お り ま す 。

り 、 主 要 地 方 道 常 陸 那 珂 港山 方 線 を 誕 生 さ せ た の です 。 当 然 、 新 橋 予 定 地 は 、こ の 中 に 組 み 込 ま れ ま した 。 こ れ で 整 備 す る 県 道 名が 決 ま り 、 優 先 的 に 整 備 する 必 要 性 が 生 じ た の で す 。　
さ っ そ く 平 成 ６ 年 か ら

諸 々 の 調 査 に 着 手 し 、 平 成
1 1年 に は 架 橋 位 置 が 決 定 さ

れ 、 橋 梁 設 計 、 取 付 道 路 の詳 細 設 計 も 実 施 す る こ と がで き ま し た 。 地 域 高 規 格 を担 う で あ ろ う ル ー ト を 想 定し て 、 新 橋 前 後 １ ・ ７ ㎞ 区間 を 先 行 整 備 す る こ と に した の で す 。　
こ の 整 備 に よ り 、 ひ た ち

な か 地 区 と 県 北 地 域 の 利 便性 が 飛 躍 的 に 向 上 し 、 ま た常 磐 自 動 車 道 那 珂 Ｉ Ｃ と 県北 の 連 携 も 期 待 で き る と 考え ま し た 。 さ ら に 、 県 が 進め て い る 宮 の 郷 工 業 団 地 にも 貢 献 で き る だ ろ う と い うこ と で 、 事 業 化 に 踏 み 切 った の で す 。　
用 地 買 収 は も と よ り 、 河

川 協 議 は じ め 諸 々 の 課 題 を解 決 し な が ら 着 実 に 進 め られ ま し た 。 現 地 で は 、 は じめ て 技 術 提 案 型 を 採 用 し 、

に わ た っ て 年に 何 度 も 要 望を 受 け て い まし た が 、 な かな か 事 業 化 の目 途 が た て られ ず 、 道 路 建設 課 は 悩 ん でお り ま し た 。整 備 す べ き 県道 が 見 つ か らず 、 優 先 し て事 業 化 す る 理由 も 見 つ か らな か っ た の で

す 。　
そ の よ う な 中 、 平 成 ６

年 、 私 が 道 路 建 設 課 長 補 佐に 戻 っ た こ ろ 、 と に か く 整備 が 進 ん で い る 常 陸 那 珂 港と 、 県 北 山 間 地 域 を 結 ぶ 主軸 に な る 道 路 を 計 画 し 、 整備 を 進 め て い こ う と い う こと に な り ま し た 。　
ま ず 県 道 網 の 再 編 に よ

工 期 短 縮 も 図 る こ と が で きま し た 。　
こ う し て 、  （ 仮 称 ） 木 島

橋 は 無 事 に 完 成 で き た の です 。  （ 仮 称 ） 木 島 橋 は 、 公募 に よ り 木 島 大 橋 と 名 づ けら れ ま し た 。 長 い 年 月 が かか り ま し た が 、 よ く で き たと し み じ み 思 っ て お り ま し
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い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

木 島 大 橋 と 主 要 地 方 道 常 陸 那 珂 港 山 方 線 に つ い て
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１ ９ ５ １ 年 ７ 月

1 1日 生 ま れ 。

7 2歳 。

7 5年 入 庁 、

土 木 部 道 路 維 持 課 に 配 属 。 そ の 後 、 都 市 局 都 市整 備 課 技 佐 兼 課 長 補 佐 （ 技 術 統 括 ）  、 鹿 島 下 水道 事 務 所 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ １ ２ 年 に 常 陸 太 田工 事 事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え た 。 現 在 は 橋 梁 用 支承 や 伸 縮 装 置 な ど 土 木 建 築 用 機 材 の 設 計 ・ 製 造 ・販 売 を 行 う ㈱ 川 金 コ ア テ ッ ク に 勤 務 し て い る 。

県 北 山 間 地 域 を 結 ぶ 主 軸 に

作 業 に よ り １ 渇 水 期 （ １ ヶ年 ） で 施 工 可 能 と す る 技 術提 案 を 求 め 、 県 初 の 技 術 提案 型 総 合 評 価 方 式 で 施 工 業者 を 決 定 し ま し た 。　
施 工 に 当 た っ て は 、 施 工

ブ ロ ッ ク 順 序 に 応 じ た Ｐ Ｃ主 ケ ー ブ ル 配 置

･定 着 位 置

変 更 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 順序

･配 合 見 直 し や 両 岸 か ら

の 同 時 並 行 作 業 に 伴 う 仮 設工 見 直 し 等 の 技 術 提 案 に より 、 工 期 短 縮 し た 急 速 施 工が 可 能 と な り 、 着 工 か ら １年 余 り （ １ 渇 水 期 ） で 無 事竣 工 す る こ と が で き ま した 。 翌 平 成

2 1年 ３ 月 、 よ う

や く こ の 新 橋 架 橋 事 業 全 体が 完 成 し た の で す 。　
そ れ ま で 仮 称

･木 島 橋 と

呼 ば れ て い た 橋 名 も 、 県 民か ら の 公 募 に よ り 正 式 に 木

島 大 橋 と 命 名 さ れ 、 待 ち 望ん で い た 開 通 を 迎 え た の でし た 。　
平 成

2 1年 ３ 月 に 挙 行 さ れ

た 開 通 式 で は 、 多 数 の 関 係者 に 出 席 し て い た だ き 、 開通 を 盛 大 に 祝 っ て い た だ きま し た 。 こ の 時 ば か り は 、当 時 の 所 管 事 務 所 長 と し て喜 び に 浸 っ た ひ と と き と なり ま し た 。　
木 島 大 橋 の 開 通 に よ り 、

常 陸 太 田 市 と 那 珂 市 間 を 結ぶ 当 地 域 の 道 路 事 情 は 大 きく 改 善 さ れ ま し た 。 県 北 内陸 部 に あ る 宮 の 郷 工 業 団 地と 、 常 磐 道

･那 珂 Ｉ Ｃ を 結

ぶ 所 要 時 間 は 大 幅 な 時 間 短縮 が 可 能 に な る 等 、 新 た な地 域 間 交 流

･連 携 に 寄 与 す

る イ ン フ ラ 整 備 と な り ま した 。　
ま た 開 通 後 に は 、 宮 の 郷

工 業 団 地 や 那 珂 Ｉ Ｃ と の アク セ ス 強 化 を 図 る た め 、 橋梁 北 側 の 工 業 団 地 に 繋 が る県 道 の 屈 曲 部 、 幅 員 狭 小 区間 に つ い て ７ ０ ０ ｍ 区 間 のバ イ パ ス 整 備 、 橋 南 側 の 取付 道 路 に 繋 が る 那 珂 市 道 の改 良 整 備 な ど 、 開 通 後 の 木島 大 橋 の 利 用 促 進 、 利 便 性向 上 の た め の 対 策 を 関 係 機

　
物 事 に は 、 す ぐ に は 難 し く と も 、 諦 め ず に 時 を 待

ち 、 状 況 が 変 わ れ ば で き る よ う に な る こ と も あ る と思 い ま す 。 み ん な で 知 恵 を 出 し 合 い 、 そ の 時 が 来 るま で 忍 耐 強 く 行 動 を 続 け る の で す 。 今 回 の お 話 も 、組 織 力 と 時 が 必 要 だ っ た の だ と 思 い ま す 。�

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

関 で 講 じ ま し た 。　
当 時 、 木 島 大 橋 利 用 の 通

過 交 通 は 、 ま だ 満 足 で き る交 通 量 で は あ り ま せ ん で した が 、 平 成

2 3年 ３ 月 の 東 日

本 大 震 災 で 当 地 域 の 多 数 橋梁 が 被 災 、 通 行 止 め に な る中 、 数 少 な い 無 傷 の 久 慈 川架 橋 と し て 、 災 害 復 旧 活 動や 救 援 物 資 輸 送 の た め 皆 様に 利 用 し て い た だ き 、 大 いに 感 謝 さ れ た こ と を 思 い 出し ま す 。 上 部 工 発 注 時 に 、工 期 短 縮 を 目 的 と し た 技 術提 案 型 入 札 を 導 入 し て い なか っ た ら 、 こ の 震 災 時 に はも し や 供 用 で き て い な か った か も し れ な い と 、 改 め て縁 深 い 木 島 大 橋 の 開 通 に 感謝 し ま し た 。　
現 在 、 常 陸 大 宮 土 木 事 務

所 で は 、 木 島 大 橋 南 側 の 国道 ３ ４ ９ 号 か ら 取 付 道 路 に繋 が る 常 陸 那 珂 港 山 方 線 バイ パ ス 整 備 に 着 手 し た と のこ と で す 。　
今 後 こ の 区 間 の 開 通 と 、

さ ら に は 常 陸 那 珂 地 区 と も繋 が る こ と に よ っ て 、 多 くの 車 両 が 行 き 交 う 木 島 大 橋の 光 景 が 早 期 に 訪 れ る こ とを 待 ち 遠 し く 思 っ て い ます 。

�

（ 島 津 就 子 ）

3 8 5ｍ 夢 の 長 大 橋 が 完 成

県 初 の 技 術 提 案 型 総 合 評 価 を 採 用

▲

平 成

2 1年 に 開 通 し た 木 島 大 橋 は 、 現 在 も た く さ

ん の 人 々 に 利 用 さ れ て い る

用 地 測 量 を 実 施 す る 予 定で 、

1 0日 に 用 地 測 量 業 務 委

託 の 一 般 競 争 入 札 を 公 告 した 。

3 0日 に 開 札 す る 。 来 年

地 域 は 第 一 種 住 居 地 域 （ 建ぺ い 率

6 0％ 、 容 積 率 ２ ０

０ ％ ）  。 周 辺 道 路 は 、 つ くば 市 道 ７

－

２ １ ７ ９ 号 線 、

同 市 道 ７

－

２ １ ８ ０ 号 線 、

同 市 道 ７

－ ２ １ ８ １ 号 線 。

　
土 地 利 用 の 主 な 条 件 は 、

土 地 の 引 渡 し の 日 か ら ５ 年以 内 に 住 宅 の 建 設 お よ び 分譲 を 行 う こ と 、 建 設 す る 住宅 の １ 戸 以 上 は ネ ッ ト ・ ゼ　
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ㈱ は 、  第

1 9回  「 Ｔ

Ｏ Ｔ Ｏ 水 環 境 基 金 」 の 助 成先 団 体 を 募 集 す る 。 応 募 期間 は

1 0月

1 3日 ま で 。 助 成 総

額 は ２ ７ ６ ０ 万 円 を 予 定 して い る 。　
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ グ ル ー プ は ２ ０

０ ５ 年 度 に 「 Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 水 環

　
自 動 車 部 品 ・ 機 械 部 品 の

国 内 販 売 お よ び 輸 出 入 や 、鉄 道 部 品 の 輸 出 な ど を 主 な事 業 と す る 明 治 産 業 ㈱ （ 東京 都 港 区 赤 坂 １

－

１

－

1 2）

は 、 境 町 内 に 工 場 ・ 倉 庫 など を 新 築 す る 。 設 計 ・ 施 工は と も に ㈱ 大 林 組 （ 東 京 都港 区 ） が 担 当 。 工 期 は ２ ０２ ４ 年 ７ 月

3 1日 。

　
建 設 予 定 地 は 境 町 西 泉 田

字 寺 山 内 ９ ５ ０

－ １ ほ か ７

筆 。  敷 地 面 積 は １ 万 ３ ７ ８  ・６ ㎡ 。 町 道 １

－ ７ 号 線 に 面

し て い る 敷 地 西 側 に 出 入 口

　
妻 里 小 の 校 舎 は １ ９ ７ １

～

8 1年 に か け て 建 設 さ れ

た 。 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建 て延 べ 床 面 積 ３ ４ ９ ７ ㎡ 。 敷地 面 積 は １ 万 ８ ５ ３ ６ ・ ３２ ㎡ 。 校 舎 は 敷 地 の 北 側 に位 置 。　
今 月 １ 日 に は 敷 地 境 界 確

定 委 託 の 指 名 競 争 入 札 も 行わ れ 、  （ 公 社 ） 茨 城 県 公 共嘱 託 登 記 土 地 家 屋 調 査 士 協会 （ 水 戸 市 ） が １ ２ ４ 万 ２０ ０ ０ 円 （ 税 抜 き ） で 落 札し て い る 。　
校 舎 の 規 模 は 、

7 1年 建 築

の ① 棟 （ 普 通 教 室 棟 ） が ＲＣ 造 ３ 階 建 て 延 床 面 積 ９ ６５ ㎡ 、

7 8年 建 築 の ⑬ 棟 （ 普

通 教 室 棟 ） が Ｒ Ｃ ３ 階 建 て延 床 面 積 ５ ３ ２ ㎡ 。　
⑱ 棟 （ 特 別 教 室 棟 ） と 重

層 渡 り 廊 下 の ⑲ ・ ⑳ 棟 は

8 1

年 建 築 。 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ３ 階建 て 延 床 面 積 ２ ０ ０ ０ ㎡ 。　
旧 耐 震 基 準 の 校 舎 は 耐 震

診 断 、 耐 震 補 強 と も 実 施 して い る が 、 経 年 に よ り 劣 化が 進 ん で お り 、 劣 化 状 況 評価 に よ る 健 全 度 は

4 0点 と 判

定 さ れ て い る 。 ⑱ 棟 の 健 全

　
県 宅 地 整 備 販 売 課 は 、 島

名 ・ 福 田 坪 地 区 の 住 宅 事 業者 向 け 用 地 １ ２ ６ ６ ・ ５ ㎡を 一 般 競 争 入 札 で 分 譲 する 。 開 札 日 時 は ９ 月

1 4日 ㈭

午 前

1 0時 。 予 定 価 格 （ 最 低

度 か ら は 用 地 取 得 に 取 り 掛か る と い う 。　
対 象 の 道 路 は 、 水 戸 徳 川

家 墓 所 か ら 南 西 側 に あ る 生活 道 路 。 現 在 は 車 １ 台 分 の幅 員 の た め 、 車 ２ 台 が 通 行可 能 と な る よ う 拡 幅 工 事 を実 施 す る 。 舗 装 幅 で ５ ｍ の拡 幅 工 事 を 想 定 し て い る 。　
な お 、 用 地 測 量 業 務 委 託

の 予 定 価 格 は １ ３ ６ ７ 万円 。 ３ ・ ４ ９

�

h aの 境 界 確

認 や 境 界 測 量 な ど を 実 施 する 。ロ  ・  エ ネ ル ギ ー  ・  ハ ウ ス （ ＺＥ Ｈ ） 対 応 の 住 宅 と す る こと な ど 。　
入 札 説 明 書 は ９ 月 １ 日 ま

で 配 布 す る 。 入 札 参 加 資 格審 査 受 付 は ８ 月

3 1日 、 ９ 月

１ 日 。　
入 札 者 が い な い 場 合 な ど

は 、 ９ 月

1 5日 ～ ２ ０ ２ ４ 年

１ 月

3 1日 ま で の 間 、 先 着 受

付 で 買 受 人 を 決 定 す る 。境 基 金 」 を 設 立 し 、 水 に かか わ る 環 境 活 動 に 取 組 む 団体 へ の 支 援 を 続 け て い る 。こ れ ま で 国 内

4 2都 道 府 県 ・

海 外

1 7カ 国 で 活 動 す る 、 の

べ ３ ０ ５ 団 体 に 対 し 助 成 を行 い 、 助 成 総 額 は ４ 億 ４ ３８ ９ 万 円 と な っ て い る 。

を 設 け る 予 定 。 近 隣 に は 、南 西 側 に 旭 化 成 建 材 ネ オ マフ ァ ー ム 工 場 が あ る 。　
建 物 規 模 は Ｓ 造 ２ 階 建

て 、 建 築 面 積 ３ ５ ４ ４ ・ ４　
常 陸 太 田 市 は 、 市 道 ０ ２

２ ５ 号 線 （ 瑞 竜 沢 山 線 、 瑞龍 町 地 内 ） の 道 路 拡 幅 工 事を 計 画 し て い る 。 本 年 度 は売 却 価 格 ） は ６ ８ ６ ４ 万 ４０ ０ ０ 円 。　
土 地 の 所 在 は Ｆ

1 8街 区 ⑪

画 地 。 つ く ば エ ク ス プ レ ス万 博 記 念 公 園 駅 の 南 東 、 沿道 住 宅 Ａ 地 区 に 位 置 。 用 途
　
水 戸 市 は 妻 里 小 学 校 （ 中 原 町 ６ ８ ２ ） で 校 舎 の 長

寿 命 化 改 良 工 事 を 実 施 す る 。 実 施 設 計 は ㈲ 荻 建 築 設計 事 務 所 （ 水 戸 市 ） が 担 当 。 今 月 １ 日 に 実 施 設 計 委託 に 係 る 指 名 競 争 入 札 を 執 行 し 、 同 社 が １ ４ ３ ７ 万１ ０ ０ ０ 円 （ 税 抜 き ） で 落 札 し た 。 年 度 内 に は 設 計を ま と め 、  予 算 が 付 け ば 来 年 度 か ら 工 事 に 着 手 す る 。完 了 予 定 年 度 は ２ ０ ２ ６ 年 度 を 見 込 ん で い る 。

Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 水 環 境 基 金

助 成 先 団 体 募 集 へ

本 年 度 は 用 地 測 量 実 施
瑞 龍 町 地 内 を 拡 幅

常 陸 太 田 市

島
　
名

福 田 坪

 予 定 価 格

6 8 6 4万

4 0 0 0円

住 宅 向 け

1 2 6 6㎡ 分 譲

茨 城 県

ＮＮ

万 博 記 念 公 園 駅 対 象 物 件
F 1 8 街 区 ⑪ 画 地

地 積 ： 1, 2 6 6. 5 0 ㎡

明 治 産 業 ㈱

 設 計 施 工 は 大 林 組

境 町 に 工 場 倉 庫

な
　

　
ど
新 築

荻 建 築 に 実 施 設 計 委 託

妻 里 小 校 舎 を 長 寿 命 化

水 戸 市 ／ 来 年 度 か ら 工 事 着 手

度 は

6 2点 で 、 屋 根 ・ 屋 上 、

外 壁 な ど が 劣 化 し て い る 。　
こ の た め 、 長 寿 命 化 改 良

に よ り 既 存 の 校 舎 を 生 か しな が ら 建 物 の 耐 久 性 を 高 める と と も に 、 建 物 の 機 能 を現 在 の 学 校 が 求 め ら れ て いる 水 準 ま で 引 き 上 げ る 。　
① ・ ⑬ 棟 は 耐 力 度 調 査 を

行 い 、 構 造 体 の 劣 化 状 況 を踏 ま え た 長 寿 寿 命 化 対 策 工事 を 実 施 す る 。 ⑱ 棟 は 外 壁お よ び 陸 屋 根 部 分 の 改 修 工事 を 行 う 予 定 。　
あ わ せ て エ レ ベ ー タ ー 設

置 工 事 も 実 施 す る 。 設 置 予定 位 置 は ① 棟 の 北 側 。 学 校と 協 議 し て 決 定 す る 。　
こ の ほ か 、  ① 棟 ６ カ 所  （ 床

３ 、 天 井 ２ 、 外 壁 １ ）  、 ⑬棟 ７ カ 所 （ 床 ３ 、 天 井 ３ 、外 壁 １ ）  、 ⑱ 棟 ２ カ 所 （ 天井 １ 、 外 壁 １ ） を 対 象 と して ア ス ベ ス ト 含 有 調 査 も 行う 。　
事 業 に は 国 の 補 助 金 の 活

用 を 想 定 し て お り 、 予 算 が確 保 で き 次 第 、 工 事 の 発 注準 備 を 進 め る 。 事 業 費 は ８億 ３ ８ ０ ０ 万 円 程 度 を 見 込ん で い る も よ う 。

㎡ 、 延 べ 面 積 ５ ５ ７ ９ ・ ６㎡ （ 工 場  ・  倉 庫 棟 ５ １ １ ４  ・１ ８ ㎡ 、 危 険 物 倉 庫 棟 ４ ５５ ・ ２ ２ ㎡ な ど ）  、 最 高 高さ は

1 2・ ３ ｍ を 想 定 。
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